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開催趣旨 
 

 

台風８号の接近に伴う豪雨により、長野県木曽郡南木曽町を流れる梨子沢に

おいて、平成２６年７月９日１７：４０頃発生した土石流は、死者１名、重傷

者１名、全壊家屋５戸、半壊家屋５戸、国道 19 号への土砂流入及び、JR 中央

本線橋梁の流失等、甚大な被害を生じさせた。 

この災害を受け、関係行政機関は、上空および地上からの調査を行い、被害

の状況を把握するとともに、梨子沢及びその周辺の土石流危険渓流における崩

壊発生・不安定土砂の存在状況や既設砂防堰堤の効果等を確認した結果、今後

の梅雨前線や台風等による降雨の際には、渓流に依然として厚く堆積している

不安定土砂が移動し、再び流下・氾濫し二次災害を引き起こす恐れがあること

が判明しました。 

このため、今後の降雨時における避難等判断基準を設定し、梨子沢及びその

周辺の土石流危険渓流の警戒区域内に住む住民がより適切な避難行動をとるこ

とができるよう、警戒避難体制の構築に向けた検討をすることを目的に「南木

曽町梨子沢における土砂災害警戒避難に関する検討会」を設置するものである。 



南木曽町梨子沢における土砂災害警戒避難 

に関する検討会規約 

 

（名称） 

第１条 本検討会は、「南木曽町梨子沢における土砂災害警戒避難に関する検討会」（以下、

「検討会」という）と称する。 

 

（目的） 

第２条 検討会は、平成２６年７月９日に長野県南木曽町の梨子沢で発生した土石流に対

し、上空および地上から調査を行った結果、依然として不安定な土砂が厚く堆積し、

二次災害の恐れがあるため、今後の降雨時における梨子沢及びその周辺の土石流危険

渓流の警戒区域内に住む住民がより適切な避難行動をとることができるよう、警戒避

難体制の構築に向けた検討を行うことを目的に設置するものである。 

 

（委員） 

第３条 委員は、学識者、土砂災害に関する研究機関、関係行政機関、JR 東海（株）とし、

必要に応じて追加することができる。 

 

（検討会の組織構成） 

第４条 検討会には委員長を置く。 

２ 委員長は、互選とする。 

３ 委員長に事故のあるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 

４ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対し、検討会に出席してそ

の意見を述べ又は説明を行うことを求めることができる。 

５ 検討会には事務を処理するため、幹事会を置く。 

 

（検討会の開催） 

第５条 検討会は、委員長が招集する。 

２ 検討会は、半数以上の出席をもって行うものとする。 

 

（事務局） 

第６条 事務局は、南木曽町及び中部地方整備局河川部に置く。 

 

（その他） 

第７条 この規約に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、委員長が検討

会に諮って定める。 

 

附 則 

この規約は、平成２６年７月１４日から施行する。 




